
書式第 12号 (法第28条関係)

令 和 5年 度 事 業 報 告 書

壁」定非営利活動法人ハー トセービングプロジェクト

1 事業の成果

令和 5年度実施した活動は以下のとおりです。

(1)5月 に地方検診班、カテーテル治療支援教育班、8月 にカテーテル治療支援教育班、9月 にモ

ンゴル地方検診班、カテーテル治療支援教育班、11月 にカテーテル治療支援教育班と、年 4

回のモンゴル渡航支援活動を実施しました。

('教育事業としてモンゴルの医師 1名 を日本へ招待し、日本で開催された循環器関連の学会ヘ

の参加と当団体会員による教育プログラムを実施しました。

(D同 じく教育事業としてモンゴルと日本をオンラインでつないでハー トセービングプロジェク

ト主催のオンライン学会を4月 25日 に開催し、総勢 46名 の両国の医療関係者が参加しまし

た。

(0日 本の地方自治体から無償で譲り受けた中古救急車のモンゴルの病院への寄贈事業では大阪

市と川口市からの合計 2台をトゥブ県とウヴルハンガイ県の保健所への寄贈が完了しまし

た。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る―事業 (事業費の総費用 【11,054】 千円)

事 業 報 告 用

定款に記載
された
事業名

事業内容 |1時 場 所
従事
・ ク _

徊

人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

海外医療ボラ
ンタリー活動
を日本で支援
する事業

日本国内において同左
の活動を支援する準備・

支援事業

2023.3.10

2024.2.25

東京・愛媛・

広島・秋田・

モンゴルほか
20人

モンゴル

国で関わ

る医療関

係者及び

患者

1000人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を現地で支援
する事業

モ ンゴル国アルハ ンガ
イ県立病院 にて 日本 と
モ ンゴルの医療関係者
合同でモンゴル国の先
天性小児循環器患者の
検診にあたる活動の支
援

-2023.5.3´ ‐

2023.5.7

モンゴル国

ウランバー トル

市

アルハンガイ県

50人

モ ン ゴ ル

国 で腱 わ

る 医 療 関

係 者 及 び

患者

150人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を現地で支援
する事業

モンゴル国 ウランバー
トル市の国立母子保健
セ ンターにて 日本 とモ
ンゴルの医療関係者合
同でモ ンゴル国の先天
性小児循環器患者の検
診・治療活動の支援

2023.5.3～

2023.5.7

モンゴル国

ウランバー トル
120人

モ ン ゴル

国 で 関 わ

る 医 療 関

係 者 及 び

患者

300人

|

|

|

|

| |

|

|



海外医療ボラ
ンタリー活動
を現地で支援
する事業

モ ンゴル国 ウランバー
トル市の国立母子保健
セ ンターにて 日本 とモ
ンゴルの医療関係者合
同でモ ンゴル国の先天
性小児循環器患者の検
診・治療活動の支援

2()23.8.10

2023.8.14

モンゴル国

ウランパー トル
120人 300人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を現地で支援
する事業

モンゴル国アルハンガ
イ県立病院にて 日本 と
モ ンゴルの医療関係者
合同でモ ンゴル国の先
天性小児循環器患者の
検診にあたる活動の支
援

2023.9.15

2023.9.18

モンゴル国

ドルノゴビ県
160人

モ ン ゴル

国 で 関 わ

る 医 療 関

係 者 及 び

忠者

200人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を現地で支援
する事業

モ ンゴル国 ウランバー
トル市の国立母子保健
セ ンターにて 日本 とモ
ンゴルの医療関係者合
同でモ ンゴル国の先天
性小児循環器患者の検
診・治療活動の支援

2023.9.15

2023.9.18

モ ンゴル国

ウランパー トル
120人

モ ン ゴル

国 で 関 わ

る 医療 関

係 者 及 び

患者

300人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を現地で支援
する事業

モ ンゴル国
トル市の国
セ ンター に
ンゴルの医
同でモ ンゴ

ウランバー
立母子保健
て 日本 と
療関係者
ル国の先

モ
△

天
検性小児循環器患者の

診・治療活動の支援

2023.11.24

2023.11.27

モ ンゴル国

ウランバー トル
120人 300人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を日本で支援
する事業

オンライン学会の主催

2023.3.10

2023.4.20

東京・愛媛・

広島・秋田・

モンゴルほか

200人

日本・モン

ゴ ル の 医

療 関 係 者

お よ び 患

者の方々

3400人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を日本で支援
する事業

教
療
的

育事業(モ ンゴルの医
関係者を学会・研修 目
で招聘する活動)

2023.12.1.

2024.2.15

東京 。名古屋 60人

モ ン ゴル

国 で 関 わ

る 医 療 関

係 者 及 び

患者

300人

海外医療ボラ
ンタリー活動
を日本で支援
する事業

救急車輸送事業

大阪市と川国市から譲
り受けた救急車2台の輸
送

2023.3.15

2023.11.20

東京。大阪・川

日・秦野
200人

救 急 車 を

使 用 す る

モ ン ゴル

の市民

300人

日本で広報す
る事業

ホームページの管理・運
営・SNSでの発信

2023.3.10

2024_2_20

東京・世田谷 20人

日本 お よ

び モ ン ゴ

ル で 活 動

に 関 心 を

もつ 一 般

市民

300人

(2)そ の他の事業

本年度、「その他の事業」は実施いたしませんでした。

|

モ ン ゴル
|

国 で 関 わ |

る 医 療 関 l

係 者 及 び |

患者

 |

|

|

モ ン ゴル |

国 で 関 わ |

る 医 療 関 |

係 者 及 び |

患者

 |

|

|

|

|

|

|

|



書式第 13号 (法 第 28条関係 )

令和 5年度 活動計算書 (その他事業が上上ヽ場合)

特定非営利活動法人ハー トセービングプロジェクトハー トセービングプロジェクト

事 業 報 告 用

科 金   稲 小 絆 ・ 合 絆

正会員受取会費 235,000
0

235 000

受取寄附金 5.451,640
357.983

5.809.623

受取補助金

107.100
雑収入 (立替金
未収金
受取利息

107.017

83
6.151.723

205.366
44.65,
160 709

7.7(Ю .722

1

60.491

219
712
679
415
912
770

632.947
3.472,107

66.138

施設等評価費用
保険料
賃借料
会議費
研修費
出張旅費
旅費交通費
事務用品費
図書費
消耗品費
医療消耗品費
車両関係費
通信費
交際費
荷造運賃
租税公課
雑損
支払手数料

(1
福利厚生費

人

2

7.906.(

526.019

526 019

施設等評価費用
賃借料
会議費
旅費交通費
事務用品費
図書費
消耗品費
車両関係費
通信費
交際費
租税公課
支払手数料

1

(2 そ

給料手当

87(,

5,490

30,285
2,750

24,253

139,071
83,300

8 432 107
-2.280.384

過年度損益修正益

災害損失

-2.280.384

民税及人

15.857.457

●1+
管 理 ●

I工 :丑二止 ■ 1_生_菫



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 5年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ハー トセー ビングプロジェク ト

金   籠 小計 ・合計

A

1

手元現金
貯豪品 (切手)

瑯使侵書口座
三菱囀 行,通預金
三井住友飾 ■通預金
ゆうち,銀行通常貯金
りそな銀行普通嵌奎

596,730
8,219

5,570,714
7,789,183

3,398
1,883,651

5,562

2
(1 形

車両運搬具

什器備品

2 形

ソフトウェア

借地権

3 の の

敷金
長期貸付金

15.857,457【A】 資 産 合 計 ①+②

ロ

（
∠

1

B-1

未払金
預 り金

長期借入金
退職給付引当金

18.137.341
-2.28().384

B-2
前期繰越正味財産額

正味財産増減額

の

15.857.457

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 15,857,457

■■ヨ■

|

|



令和5年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人ハー トセービングプロジェク ト

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、  NPO法 人会計基準 (2010年度7月 20日 2017年12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)'こ よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は最終原価償却法によります。

(2)固定資産の滅価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をします。

引当金σ嬌1上基準
退職給付引当金
(該当なし)

引当金

(該当なし)

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。
また計上額の算定方法,ま 「4.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載のとお りです。
消費税等は税込経理により処理しています。
外貨建て取引の円換算方法は、期中はその取引が発生した時の為替レー トで換算しています。また期末の

外貨建て資産は当期の期末の為替レー トで換算しています。

2事業別損益の状況

(3)

(4)

(5)

科 日
渡tt治 ,支援事業

357,983

107.017

0

235,000
5,451,640

0

0

83
.0

235,0()0

5,451.640
357,983

83
107.017

172,600

101,0

107.017 465.000 5.686.723 6.151.723185.383 172.600

44,657
160,709

44.657
160,709160,

500 205.366

185,383 172,600

48,840

2,750

21.25360.0′ 18

5.490

139,071

0

865.530
0

254.533

357,983
48,840

632,947
3.472,107

66,138

50,219

1,196,712
454,679
370,415
27.912
856,770

188

90,151
15,170

7.700.722

60,491

632.947
3.474857

90,391

55,709
1,196,712
454.679
509,486
111,212
856,770

188

91,021
15,170

8.226.741

357,983
48,840
240,000
90,776

_ 施設等受入評価益  |
.受 取助成金等   |
. 受取利息     |
.そ の他収 入〈立書金 含す 1

経常収益計     |
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当
福利厚生費
外注費
人件費計

(2)そ の他経費
施設等評価費用
保険料
賃借料
会議費
立替金
出張旅費
旅費交通費
事務用品費
図書費
消耗品費
医療消耗品費
車両関係費
通信費
交際費
荷造運賃
租税公課
雑損
支払手数料
広報宣伝費
その他経費計

経常収益

受取会費
受取寄附金

0

6.300,236
15,170

280,423
865.530 255.033経常費用計 6.505,102 280,423

Y -2_280_384. |:.  . IⅢ
… 1■ ■■■■■

{
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3施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4 υ)

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は18,357,562円 ですが、そのうち1,903,850円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は16,453,712円 です。

5役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

計算書類に計上さ,内役員及び近親者との取引

6その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

・ その他の事業に係る資産の状況
令和4年度はその他の事業を実施いたしませんでした。

・ 事業費と管理費の按分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、通信費 (固 定電話、携帯電話)については従事割合 (事業費7:管理費3)で按分
しています。事務用品費については使用割合(5:5)で核分しています。ただし使用目的が明らかな場合を除きます。

・ その他の事業に係る資産の状況

令和5年度はその他の事業を実施いたしませんでした。

29 -50カレン 55,000 大オ!寄 によの

33,000 の る

29 600 51,600 大相奏 ¢) る

る33,000
172;600

の228バヤンゴルホテル 185,383

国外合計 357.983

■■■■

因:置

500.000 モンゴル渡航治療事業費用日本メドトロニック株式会i 500,000
400.000 モンゴル渡航治療事業費用日本ゴア合同会社 400,000

エドワーズライフサイエンス祖 1.603.350 1.603.350 モンゴルでの地方検診費用

財務諸表に計上された金額 うち役 員および近親者との取引

金 5,451,640 1,950,000

入評価主
言十 5,451.640 1,950,000

金 5,451,640 1,950,000
』長言十 1、 9bυ .υυUb,451,640

1大相撲
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書式第 17号 (法第 28条関係)

令和5年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ハー トセービングプロジェク ト

務 金   捕 ,hlf 合  1絆
A

1

15,867.457 15.857.現
は:鐙

596,730
8.219

570,714

1

棚卸資産

2

(1 ) 形 固

車両運搬具

什器備品 t,

3 の

15.857.457【A】 責 産 合 計 ①+②

職 員

2

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

“

-2】 工 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 15.357.457

■■■■■■■■コ頸□団

‐
=「

_― :

`産

|

E産合計 ・・・ (lD

(2)無 形固定責産

|

資 産 の 奇



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 5年度年間役員名簿 (前事来年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 ハー トセービングプロジェクト

1 1確認事項 (法第 20_条及び第 21条を確認の上、チェックを入れて ください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみ に記入 )

氏   名

1 (藝)・ 監事
トミタ  ヒテツ 令和4年3月 lロ

令和5年 2月 28曰
報酬無 し

富田 英

2 〇 ・監事

ハネタ
゛
  ノリユキ 令和4年 3月 1日

●和5年 2月 28日

報酬無 し

羽根田 紀幸

3 ① ・監事

ヒカ
゛
キ  タカシ 令和4年 3月 1日

令和5年 2月 28日
報酬無 し

檜垣 高史

4 C函)・ 監事
カタオカ  コウイチ 令和4年 3月 1日

令和5年 2月 28日

報酬無 し

片岡 功一

0

タムラ  マサミチ

田村 真通

令和4年 3月 1日

令和5年 2月 28日

報酬無 し

6
令和4年 3月 1日

令和5年 2月 28日
報酬無 し

7 (甕D・ 監事
フシ・イ  ソノコ 令和4年 6月 5日

令和5年 2月 28日
報酬無 し

藤井 園子

8 (饗)・ 監事
タニク

｀
チ  トモコ 令和4年 6月 5日

令和5年 2月 28日
報酬無 し

谷 口 智子

9

|

ヨシタ
゛
  タツオ

理事・《蓄D
令和4年 3月 1日

令和5年 2月 28日
報酬無 し

|

|

|

|

|
    

|

〇 ・監事

|          |

|           |   ウサミ  ヒロユキ
|(理動・監事トーーー

ー|     1宇佐美 博幸

吉田 起男



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人ハー トセービングプロジェク ト

氏   名

1
中川 直美

2
矢内 俊

3 山本 英一

4 岸田 憲二

5
森田 紘基

6 藤井 隆成

7 岡見 節 子

8 岡 典子

9
松尾 久実代

10
丸野 聡子

11

|

|

|

|




